
 

平 成 14 年 度  博 士 学 位 請 求 論 文  

「弘 法 水 の水 文 科 学 的 研 究 」 

要 旨  

河 野  忠  

日 本 各 地 には弘 法 大 師 伝 説 の水 (弘 法 水 )という清 水 が多 数 存 在 してい

る．これらは弘 法 大 師 が発 見 した水 として，次 のように伝 えられている． 

「弘 法 大 師 が日 本 各 地 を巡 錫 の折 り，ある村 で喉 が乾 いた大 師 が老 婆 に

水 を 所 望 す る ． 老 婆 は 遠 方 か ら 水 を 運 び 快 く 水 を 提 供 し た の で ， 大 師 は 水

に不 自 由 なこの土 地 に同 情 し，御 礼 に錫 杖 で地 を突 いて清 水 を出 した．」 

弘 法 大 師 は留 学 生 として 2 年 ほど唐 時 代 の中 国 へ渡 っているが，この時

期 にダウジングと呼 ばれる地 下 水 を発 見 する技 術 を習 得 し，弘 法 水 を出 した

のではないかと言 われている．しかし，未 だ科 学 的 に解 明 されている技 術 では

なく， 弘 法 大 師 が 日 本 全 国 を 巡 錫 した 証 拠 はほとん ど無 いと いって 良 い．こ

の よ う に 真 偽 不 明 な 弘 法 水 を 系 統 的 に 扱 い ， 自 然 科 学 的 な 側 面 か ら 解 析

し た 研 究 例 は 皆 無 に 等 し い が， 様 々 な 観 点 か ら 客 観 的 に 調 査 す ると， 水 文

科 学 的 ，地 理 学 的 ，民 俗 学 的 に興 味 深 い特 徴 が見 出 される． 

そ こ で 本 研 究 は ， プ ラ シ ー ボ 効 果 論 が 強 い 弘 法 水 に つ い て 自 然 科 学 的

視 点 から，湧 出 形 態 や主 要 無 機 溶 存 成 分 の分 析 により，水 文 科 学 的 特 徴

を明 らかにすることを目 的 とする．更 に，日 本 各 地 に残 るこのような弘 法 水 に

ついて，水 利 用 形 態 や保 存 状 況 ，伝 説 内 容 などを明 らかにする． 

弘 法 大 師 にまつわる伝 説 は全 国 に 3,000 以 上 あるといわれ，弘 法 水 とし

ては従 来 438 篇 が知 られていたが，今 回 の調 査 で 1,352 篇 存 在 することがわ

かった．その中 には眼 病 ，皮 膚 病 ，胃 腸 病 などが治 る水 を出 した，などという

“薬 水 伝 説 “が多 数 存 在 する．これら の弘 法 水 は各 地 で 「弘 法 清 水 」「弘 法

水 」「弘 法 井 戸 」「加 持 水 」「杖 突 水 」「金 剛 水 」「閼 伽 水 」「霊 水 」「臼 池 」「硯

水 」「塩 井 」などと呼 ばれ，古 来 から神 聖 な水 として大 切 に利 用 されてきた． 

弘 法 水 は，旧 街 道 に沿 って点 在 する地 域 と，塊 状 に存 在 する地 域 があっ

た ． 弘 法 大 師 の 本 拠 地 で あ る 高 野 山 や 東 寺 の あ る 近 畿 地 方 か ら ， 生 誕 地

で あ り ， 八 十 八 ヶ 所 霊 場 の あ る 四 国 に か け て 多 数 存 在 す る が ， 水 飢 饉 の 頻
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発 する関 東 内 陸 部 にも多 くの弘 法 水 が存 在 する．逆 に新 潟 ，富 山 ，石 川 を

除 く日 本 海 側 にはあまり見 られない．これは豊 富 な雪 解 け水 の恩 恵 に浴 する

地 域 であ ったためと考 えられる．弘 法 水 の存 在 する地 域 には「杖 突 」「塩 井 」

等 の地 名 が残 されている例 が少 なくない． 

弘 法 水 の湧 出 形 態 には独 特 な特 徴 が見 られる．弘 法 水 は，丘 陵 地 上 の

地 形 変 換 点 や山 頂 直 下 の谷 頭 湧 水 ，砂 浜 海 岸 にある淡 水 の湧 水 が多 く，

平 野 部 に みら れる いわゆる 浅 層 ( 不 圧 ) 地 下 水 や 崖 線 から の 湧 水 は ほと んど

見 ら れ な い． 水 の 不 便 な 地 域 の 代 表 であ る 山 頂 直 下 や 砂 浜 海 岸 で 淡 水 が

湧 出 す る と い う 不 思 議 さ か ら ， 谷 頭 湧 水 や 海 岸 に あ る ヘ ル ツ ベ ル ク レ ン ズ に

由 来 する地 下 水 を取 水 する井 戸 が弘 法 水 と呼 ばれるようになったものと考 え

られる．また「弘 法 井 戸 」と称 される弘 法 水 のほとんどが湧 水 であり，井 戸 であ

っ て も そ の 地 下 水 面 は 非 常 に 浅 く ， 湧 水 と い っ て 差 し 支 え な い も の が 多 い ．

その湧 出 量 は 80％が１ℓ/sec 以 下 であり，50％は 0.1ℓ/sec 以 下 のごく小 規

模 の湧 水 である．しかし，これらの湧 水 が 1,200 年 前 から現 在 に至 るまで湧

出 し 続 け て い る か に つ い て は 疑 問 の 余 地 が 多 い ． も し こ れ が 事 実 で あ れ ば ，

水 文 科 学 的 には非 常 に珍 しい湧 水 である．実 際 には江 戸 時 代 頃 に高 野 聖

が弘 法 大 師 由 来 の水 として伝 えた湧 水 がほとんどであると考 えられる． 

古 くから大 切 に利 用 されてきた湧 水 には水 舟 形 式 が見 られるのが一 般 的

で あ る ． 例 え ば ， 名 水 百 選 に 選 定 さ れ た 福 井 県 越 前 大 野 市 の 「 御 清 水 」 で

は直 線 的 な 4 段 に区 分 けされた水 舟 が見 られ，島 原 湧 水 群 の「浜 の川 湧

水 」では，非 常 に 珍 しいコの字 型 に 配 置 された水 舟 によ り，その使 用 方 法 が

定 められている．現 地 調 査 を行 った弘 法 水 の中 には水 舟 を有 する湧 水 はほ

と んど 見 ら れ な か っ た ． こ れ に は 二 つ の 理 由 が 考 え ら れ る． 弘 法 水 の 湧 出 量

はごく微 量 であるために，普 段 の生 活 用 水 として利 用 できず，緊 急 時 のみの

利 用 に限 られていたために，水 舟 を作 る意 味 がなかったということと，弘 法 水

は寺 社 などの神 聖 な場 所 に存 在 し，霊 水 や薬 水 として利 用 される水 であり，

生 活 用 水 として利 用 される水 ではないことから，水 舟 を作 る必 要 がなかったと

いうことで ある ．例 外 として 水 舟 形 式 のみら れる 弘 法 水 は， 岩 手 県 水 沢 市 の

「 杉 之 堂 お 清 水 」 ， 長 野 県 木 島 平 村 の 「 龍 興 寺 清 水 」 ， 和 歌 山 県 吉 備 町
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徳 田 の 「 弘 法 井 戸 」 ， 高 知 県 香 我 美 町 の 「 弘 法 釣 井 」 な ど で あ り ， い ず れ も

湧 出 量 の非 常 に大 きな湧 水 である． 

弘 法 水 の 中 に は ， 潮 汐 に 感 応 し て 湧 出 量 や 水 位 が 変 化 す る も の や ， 塩

水 井 戸 ，白 濁 水 などの特 異 な水 質 を示 すものが知 られている．愛 媛 県 西 条

市 の河 口 にある「弘 法 水 」は，満 潮 時 は海 中 に没 するにもかかわらず，EC の

値 は 545μS/cm であり，ほとんど海 水 の混 入 はみられなかった．塩 水 井 戸 は

秋 田 県 二 ツ 井 町 ， 福 島 県 会 津 若 松 市 ， 千 葉 県 館 山 市 ， 新 潟 県 柏 崎 市 ，

富 山 県 氷 見 市 ，長 野 県 大 鹿 村 などに存 在 する．また，白 濁 した水 は，一 般

的 な伝 説 の水 の場 合 には「化 粧 水 」として利 用 される例 が多 いが，弘 法 水 は

「 悪 水 」 の 例 と し て 存 在 し て いる ． ま た 温 泉 や 鉱 泉 も 特 異 な 水 質 を 示 す 水 で

あり，弘 法 水 としては温 泉 が 38 ヶ所 ，鉱 泉 が 10 ヶ所 知 られている． 

科 学 的 に最 も大 きな特 徴 は，特 異 な水 質 を示 す弘 法 水 の多 くに，病 気 へ

の効 能 や閼 伽 水 などの特 殊 な利 用 法 が伝 えられていることである．万 病 や長

寿 に 効 能 の あ る 弘 法 水 は カ ル シ ウ ム 濃 度 の 高 い も の が 多 か っ た ． 医 学 的 に

カ ル シ ウ ム 濃 度 の 高 い 水 を 飲 用 す る 地 域 は 長 寿 で あ る こ と が 知 ら れ て い る ．

また眼 病 に効 く弘 法 水 は，溶 存 成 分 濃 度 が低 いもの，Na-C l 型 の水 質 を示

すもの，硝 酸 イオン濃 度 の高 いものがあり，当 時 の衛 生 状 態 を考 えると，これ

らの水 を使 用 することで眼 病 が改 善 したということは十 分 考 えられる．日 本 人

は ， 塩 に は 脱 水 作 用 と 殺 菌 作 用 が あ る こ と を 経 験 的 に 知 っ て い た ． 塩 湯 は

神 経 痛 や リ ュ ウ マ チ あ る い は 皮 膚 炎 な ど に 効 能 が あ る ． 実 際 に 皮 膚 病 に 効

能 のある弘 法 水 は，一 般 的 な Ca-HCO 3 型 の水 ではなく，塩 水 や ORP の低

い水 が多 かった．閼 伽 水 として利 用 される水 は，Na-C l，Na-SO 4 型 の水 質 を

示 した．これらの水 は非 常 に清 澄 であり，硫 酸 イオン濃 度 の高 い腐 りにくい水

で あ っ た ． 閼 伽 水 と は 神 仏 に 供 え る 水 で あ り ， 心 身 の 垢 を 落 と す 水 と し て 利

用 する水 でもあるために，すぐに腐 ってしまう水 の使 用 は避 けたのである． 

硝 酸 イオンは殺 菌 能 力 があると考 えられるが，人 為 的 な汚 染 物 質 であり，

高 濃 度 の水 を飲 用 すると，メトヘモグロビン血 症 (いわゆるブルーベビー・シン

ドローム)を発 症 することがある．しかし，つわりを和 らげる効 能 が伝 えられてい

る 小 豆 島 内 海 町 の 「大 師 の 御 水 」か らは，17.9mg/ l の硝 酸 イオ ンが検 出 さ

 - 3 -



 

 - 4 -

れ た． こ の 水 を 飲 用 する と ， 血 液 中 の 酸 素 濃 度 が 低 下 し ， 胎 児 に 悪 い 影 響

を与 えるはずである．硝 酸 イオンは自 然 状 態 での濃 度 は低 く，森 林 地 帯 にあ

る最 上 流 部 などで数 mg/ l の濃 度 で検 出 されることがある程 度 である．酸 性

雨 による影 響 下 においても 10mg/ l 以 上 の濃 度 が検 出 されることは稀 である．

今 回 対 象 と し た 弘 法 水 に は， 集 水 域 内 に 民 家 や 田 畑 ， 工 場 な どの 人 為 的

汚 染 源 の ある湧 水 はほとんど無 いといってよい．中 でも 富 山 県 大 山 町 の「中

の寺 の霊 水 」は，山 頂 直 下 にあり，人 為 汚 染 は全 く考 えられない杉 林 の中 に

あるにもかかわらず，27.4mg/ l という高 濃 度 の硝 酸 イオンが検 出 された．その

他 にも 人 為 汚 染 の 疑 いが 多 少 あ るも のの，40mg/ l 以 上 に 達 する 弘 法 水 が

見 出 された．自 然 状 態 の地 下 水 中 に高 濃 度 で硝 酸 イオンが生 成 するメカニ

ズムは不 明 であるが，その水 により疾 病 が治 癒 した事 例 が生 じた場 合 に弘 法

水 として伝 えられたと考 えられる． 

以 上 のことから，弘 法 水 は，大 師 自 身 が掘 当 てた水 であ るというよりも，次

のように考 えるべきものである． 

① 水 量 はわずかながらも，水 の乏 しい地 域 に数 百 年 もの間 淘 汰 され，湧

出 し続 けた湧 水 ・井 戸 水 である． 

② 無 数 の 湧 水 ・ 地 下 水 の 中 で ， 特 殊 な 水 質 を 持 ち 合 わ せ ， 疾 病 ( 特 に

眼 病 ・ 皮 膚 病 ・ 胃 腸 病 )や 健 康 増 進 などに 利 用 でき たものは，当 時 の

衛 生 状 態 や 医 療 技 術 レ ベ ル か ら ， 薬 水 ・ 霊 水 と し て 用 い ら れ る よ う に

なった． 

③ 水 文 科 学 的 に は ， 微 量 な が ら も 安 定 し た 湧 出 量 で あ り ， 特 殊 な 水 質

の 湧 水 が 多 いこと から， 弘 法 水 は 浅 い地 層 中 を 循 環 す る地 下 水 で は

なく，かなり深 いところから湧 出 する深 層 地 下 水 ，あるいは温 泉 や鉱 泉

の一 種 である． 

こ れ ら の 湧 水 が 長 い 歴 史 の 中 で 淘 汰 さ れ ， 様 々 な 効 能 を 発 揮 し ，

水 神 信 仰 ， 弘 法 大 師 信 仰 と 摺 り 合 わ さ れ て 成 立 し た も の が 弘 法 水 の

本 質 で あ る ．  


